
















































































































































































































































































































































































































































































































=項=目ご別ご¥一¥一之一会土場面B¥uli -品 計|備 z〆ラ王t:.
案 内 者 673 
男 51 65 116 自子iFZ
受諾申込者数 女 30 45 i5 
計 8t(7 ~7) 110(16.3) 191(11.1) 
男
括者%tもx数受叩乙台i内はす申込る
34 50 84 
に対
受 さ日-t名Jト 者 数 女 22 37 59 
一日で
諒の中るしたに者入
計 56(69.0) 87(79・0)1 143(75.0) れてあ
男 17 18 35 !|括者%数弧内は受す諾に 対 る
皆 勤 ニ乍ヨ£1 数 女 12 22 34 
計| 29(51.8) 
40(46.0) 69(48.3) 
男 20 32 52 l障E弧内対は受す講
修了証書授与者数
数に る
女 16 28 44 /0 
(二日以内欠勤者)









芸品目111ヤ12 1 3 1 4 1 ST61 7 181 9 10 1平均
高 怒|蝿|岨 147142141 1叩 i岨|位(咽 139143 






































調査項目| 高扱|丸亀|計 1 調査項 目|高松|丸亀|計
ω新聞記事12 1 3 1 5 1 (味鋭震から124 1 43 1 67 
(開聞広告 I 41 2 1 6 11(e)詳言は同業I 4 I 2 1 ~ 
ω官室、ポスI0 I 5 1 5 1崎拘禁trl4 1 0 1 4 

















































































































































































































l義理解出 2I 29I 51lI(b) Iロ]主主と主役 8 I 23 I 31
)之さし地ぎ 1 1 0 1 1 1 ~(ハ)詰ま!;支 o 1 01 0 
経
旦主?一日|高松|丸亀|計 r調一査一盲目 l;rgjfill1L耳?
(cイ)想が長逝11 61 7 1 (cイ)224富民it2|18125I43
(C)~ (ロ)Z度よかっ115130I 45 I(d) ¥ (ロ)君望通りの語習だっI811 I 19 








(Cイ)経営!誌で徹10 l' 1 I 
~e)) (ロ)丁毘よかった 1 14 I 29 1 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































卜守d査 \I~s(九I~H~~II~~:~n~I~(~)J ~~~?J (f) Iω|仏)
I . .三子\項-仲間官??江除去限品~~I 刀小り|体世~:fèl :p.t;Ip， 
| 場別\ミ|組織同一Imr~~r-lr|整理r γ 寸
高松 I6 1 9 1 2 1 1 1 5 I 14 I 11 I 
亀 I8 I 10 1 0 1 6 1 8 1 25 -1 12 I 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































¥¥会¥¥場¥別調¥盃¥¥頚¥目¥ 中よ(bいし) っ1こ月ろのが ¥会場、¥調別¥査1¥貰目 (c) 1週の中何隠頃がよいか
上付中旬|下旬 月|火|水|木|金|土|日
松 171'171 1 高松 14/5/318¥51714
丸 亀/14/31 / 1 丸 亀/7 1 7 / 8 / 7 I 6 /16 / ]5 
i口h 





午前午 後 夜 間
21J12;口;叩1|:t|泊終日
高 松/0 1 3 / 0 10 I 2 I 1 1 5 I 1 1 5 1 1 I / 1 
丸
色 1 2 1 41 1 | 15 1 4 1 5 1 3 1 4 1ユ4ビ二Lはl三エ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日12/713 /714 /715 /716 /71 /711川忠|計
高総日で 11 1] 1 21 .1 1 31/1/'1 
午前だけで 1/1/1 1 1 1 1 1 1 2 1 21(的)
午後日什パパ 11 1 1 I 41 41叩|
松
夜 間 で 1~1/1_1_1 I_J__L-=J_ 41 2 1 (約)
丸 で 1] 1 3 1 1 1 1 1 2 1 3 1/レ/|(!??;)
午前だけで 1/1/121 ] 1 |213141(173) 
午後だけで 1/1./1 1 ] 1 21 1 91121 51 (~ぉ)
亀 夜 間 で|パ，/1 1 I 2 I 1 1 I 6 1 5 14% (20.9) 
1迄 日 で 11115131]1216レ/レ/18% ，g 、 (17.6) 
午前だけで 1/1/'12 I 1 I 1 1 131516|(in) 
午後だけで 1/1/1 I 1 1 3・1|13|1610 1(j2) 














































































































































































































































































































































































































































































































































(a) 全て期開催間をし区た方切がらずよにい毎日引続い (5339.5% ) 
ω 雪阪Of百日T正fL関休E認むfi否よzラく1zに6t百L fこ開催す l 27。%) (37.0) 
(c) 位た方続がけよていは I 11l(97.5% ) 
(b) の場合
FHト 421高松 I1L ml 戸l
14  I 5 I 
1 9  1 91 
(a) 
一会一場一~-Eu11-詞---五1項~目~I 古同
品 4長 10 


























5人以下 1 6~10 1 ト 20 1 21-50 151人以と






20万円以下 1 21-50 1 51-100 1100万円以上
商 4 ，21 8 4 
ヱ 業| 3 6 3 












































































































































































































































































































































































































調 査 項一目ー下~ー~一会一一場一一別一Ji寄 計
(a) 凡自分てやのところで記帳から決算迄 I 1(414%)| | (4372.8% ) っている (50) 
伝依こ票頼ろ整でし理行てや記帳決は凡て計自分の主 I 20 











前表白)の場合 I (よお| (JZ|  32O% ) (10 




/~ (d) ク 1||(71.45)1||(28.62)|1 | 7 (100) 
グ (e) グ ||(O0)1|(1001)|| 
1 
(100) 
152l151  67 計 (77.7) I (22.3) (100) 
(法人税納税申告の認否)
Gi「一旦竺|臨kl否問た| 計
前表 ωの場合 | (dZ| (♂自| (3120予b) 
グ (b) グ伍9)1||(5511)|| 
20 
(100) 
'J (c) グ |||(14.31)1||(85.76)1| 
7 
(100) 
1.1 (d) グ ||l(OO)1||(1007)1 | 
7 
(00) 
。 lJl(10011 1 (100) 














占~I 1人 2人 13人 ~叩叫 計







ク (c) O 
4 
，ク
(100) . 5 
ク (d) 1.1 。 O (100) 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヰ?寸1(イ)が得か非るっ常たとにこ多ろ 得るところ 得るところ(ロ) (ハ)iJ~あった がなかった












(イ)るよに (ロ) なっ (ハ)
った た りしない
高 松 11%| 
。%










λト子 つける自信 多分つけら まだ自信が!(イ) (ロ) (ハ)が出来た れると思う もてなし・




計 Ll引、 (10.3) I (73.0 一也~I
(e) ( 3) 
一
五
六
(
ヲ
〉
も
う
一
歩
掘
り
下
げ
た
詳
し
い
降
、
料
が
欲
し
い
夏
季
講
習
を
希
望
す
る
も
の
(
ワ
)
商
業
面
が
主
で
あ
っ
た
が
工
業
面
に
つ
い
て
も
充
分
教
え
で
欲
し
い
(
カ
)
問
題
毎
に
図
解
し
て
説
明
し
て
欲
し
い
(
ヨ
〉
コ
一
ヶ
月
程
度
の
夜
間
簿
記
学
校
〈
免
状
交
付
)
を
設
立
し
て
は
如
何
〈
グ
)
要
は
税
務
対
策
と
経
営
状
態
の
把
握
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
経
営
分
析
を
重
点
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
す
る
も
の
(
レ
)
二
期
位
に
介
け
て
講
習
す
る
と
と
伝
票
及
元
帳
転
記
は
第
一
期
で
充
分
第
二
期
で
は
補
助
簿
を
特
殊
仕
訳
帳
と
し
た
時
の
会
社
簿
記
、
経
営
分
析
税
務
簿
記
を
詳
細
に
・
:
1
・
・
:
:
等
豆
、
中
小
企
栄
の
経
問
上
の
諸
問
題
一
般
に
中
小
企
業
と
い
う
と
き
は
、
使
用
人
の
数
が
三
百
人
未
満
の
製
造
工
業
三
十
人
未
川
の
物
品
販
売
業
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業
、
千
人
未
満
の
欽
治
で
、
そ
れ
ぞ
れ
浜
本
金
額
は
一
千
万
円
未
満
の
企
業
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
現
在
中
小
企
栄
に
依
っ
て
生
計
を
立
て
t
A
い
る
岩
の
数
以
千
五
訂
万
人
に
及
ん
で
b
p
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
融
資
金
は
貸
付
余
総
額
の
三
O
%
に
も
達
し
て
い
る
。
ま
た
乙
れ
を
製
造
工
主
だ
け
に
ク
い
て
み
る
と
、
中
小
企
業
の
全
企
業
に
対
す
る
割
合
は
企
業
者
の
数
に
・
お
い
て
九
九
、
六
%
、
使
用
人
の
数
に
・
お
い
て
七
二
、
四
%
製
造
高
に
沿
い
て
五
六
、
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
い
か
に
中
小
企
業
が
国
民
経
済
上
大
き
危
地
位
を
占
め
わ
が
国
経
済
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
中
小
企
業
対
策
を
無
保
す
る
と
と
が
で
き
た
い
か
は
、
こ
れ
ら
の
統
計
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
政
府
は
設
近
中
小
企
業
振
興
対
策
審
議
会
を
つ
く
り
、
中
小
企
業
に
関
す
る
基
本
問
題
長
よ
び
当
面
の
対
策
に
ク
い
て
諮
問
し
た
。
先
般
聞
か
れ
た
第
一
回
審
議
会
に
沿
い
て
川
上
中
小
企
業
庁
長
官
が
中
小
企
業
の
問
題
点
と
し
て
(
1
)
中
小
企
業
の
組
織
の
強
化
(
2
)
.
そ
の
合
理
化
促
進
と
技
術
の
向
上
(
3
)
中
小
企
業
の
販
路
拡
張
(
4
)
中
小
企
業
の
金
融
の
改
善
充
実
(
5
〉
中
小
企
業
に
対
す
る
租
税
の
適
正
化
(
6
)
中
小
商
業
の
問
題
(
7
)
中
小
企
業
の
労
働
問
題
等
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
.
然
し
中
小
企
仰
木
の
側
の
支
入
態
勢
の
根
本
は
合
理
的
計
画
的
な
経
営
万
針
と
計
数
的
把
握
で
あ
る
と
い
え
よ
う
.
し
か
も
計
画
的
な
経
営
と
い
う
も
の
は
当
然
に
計
算
的
管
理
の
上
に
立
た
ね
ば
怠
ら
な
い
。
即
ち
経
理
の
問
題
は
課
税
の
点
ば
か
り
で
伝
く
金
融
の
点
で
も
合
想
化
の
点
で
も
立
裂
な
、
極
め
て
立
要
た
問
題
な
の
で
あ
る
。
F
J
中
小
企
業
と
い
わ
や
ノ
、
大
企
業
と
い
わ
宇
企
業
の
会
計
経
理
の
問
題
は
軍
要
で
あ
る
。
経
済
安
定
本
部
の
中
に
設
う
け
ら
れ
た
企
業
会
中
小
企
誌
の
料
理
上
の
諸
問
題
一
五
七
/ 
'
3
 
，a
 
、、『
;
J
』
L 
'-
-
F
、
.ai
 
hvn 
涜
一
五
入
ー
川
川
・
山
川
氏
一
一
川
内
会
以
J
じ
き
に
企
業
会
計
原
則
及
財
務
諸
表
準
則
を
発
表
し
た
が
乙
れ
は
一
応
大
企
業
に
適
応
す
る
如
く
考
案
さ
れ
た
も
の
や
、
わ
ら
り
小
小
合
主
に
ク
い
て
も
、
そ
の
会
計
処
理
の
基
準
を
は
っ
き
り
と
た
て
、
経
理
記
帳
の
制
度
を
改
善
す
る
乙
と
の
緊
要
さ
は
川
じ
れ
人
犯
に
た
¥
・
~
い
の
ガ
え
方
に
よ
っ
て
は
、
エ
り
犬
き
な
主
要
性
を
も
っ
と
も
い
え
る
と
思
ふ
。
前
述
せ
し
如
く
わ
が
国
で
は
中
小
企
治
以
山
工
式
と
お
に
そ
の
託
引
の
数
に
沿
い
て
九
九
%
以
上
を
占
め
、
わ
が
国
経
済
の
き
わ
め
て
主
要
た
椅
成
要
素
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
口と
こ
ろ
が
小
小
Af.-
の
m
mは
近
し
く
不
完
全
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
中
小
企
業
自
体
に
と
っ
て
も
国
全
体
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
戸
小
川
人
け
が
生
じ
て
い
る
の
午
、
の
円
以
も
大
き
な
問
題
は
税
金
と
金
融
と
経
営
合
理
化
の
問
題
で
あ
ら
う
。
カ
プ
一
フ
シ
(
同
与
一
自
)
も
指
摘
す
ろ
仰
に
巾
小
企
九
九
九
九
火
山
川
の
以
川
は
財
務
管
理
の
領
域
内
に
帰
す
る
乙
と
が
多
い
。
記
帳
の
完
全
欧
如
や
放
浪
良
信
用
附
与
か
ら
、
活
用
し
う
ろ
れ
公
と
そ
の
引
明
氏
辺
川
に
閲
す
る
必
然
関
係
を
無
は
す
る
こ
と
に
至
る
問
題
を
合
む
の
で
あ
る
。
光
づ
得
一
に
川
公
の
川
出
に
ク
い
て
考
へ
る
に
現
在
の
所
得
税
制
は
民
主
的
な
申
告
税
制
で
あ
っ
て
、
納
税
者
は
自
介
で
自
介
の
所
符
を
計
江
し
、
税
制
作
一
以
足
し
て
納
税
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
予
定
中
告
別
で
年
途
中
で
修
正
申
告
を
な
し
翠
年
に
は
確
定
申
告
を
出
さ
喝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
納
税
者
は
正
昨
な
所
得
を
自
ら
計
算
す
る
た
め
に
は
会
計
帳
符
左
怒
川
町
し
、
正
し
い
経
理
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
納
税
者
が
冗
仰
い
な
所
特
の
巾
告
を
正
し
い
帳
符
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
申
告
納
税
制
度
の
基
本
で
あ
る
。
然
る
に
実
態
調
盗
で
判
明
す
る
椋
に
栄
守
仰
に
乙
の
正
し
い
眼
的
叫
が
む
約
三
れ
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
税
務
者
側
は
い
き
お
い
底
知
の
外
観
と
か
扶
器
家
族
の
数
か
ら
逆
に
所
川
付
加
な
抗
広
し
で
更
正
決
定
を
す
る
乙
と
が
多
い
。
信
析
す
べ
き
根
拠
が
な
い
場
合
止
む
を
符
ね
措
置
で
あ
る
と
は
い
え
業
者
と
し
て
は
乙
れ
に
対
す
る
不
満
と
苦
悩
は
兆
一
し
い
も
の
が
あ
る
e
従
っ
て
納
税
者
側
と
し
て
は
課
税
額
の
当
不
当
を
論
告
y
る
前
に
、
よ
ろ
し
く
正
し
い
会
計
処
理
、
一
北
川
仰
な
経
理
恨
符
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
国
税
務
岩
側
も
正
確
な
峡
符
を
ク
け
て
い
る
場
合
に
は
更
正
決
定
は
必
宇
恨
ん
仰
の
記
収
在
民
泌
と
し
て
行
う
よ
う
に
し
、
む
し
ろ
正
確
た
峡
符
を
ク
け
る
よ
う
に
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
プ
勧
告
は
乙
の
主
目
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
所
得
税
法
上
古
色
申
告
制
が
新
し
く
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
青
色
申
告
制
度
の
今
一
段
の
呼
及
お
述
は
似
税
合
理
化
と
い
う
点
ば
か
り
で
な
く
、
中
小
企
業
に
正
確
訟
企
業
会
計
を
実
施
す
る
乙
と
と
な
り
、
そ
の
健
全
化
-' -./ 
に
導
く
道
程
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
.
然
し
な
が
ら
俣
待
改
善
の
緊
恒
三
仏
単
に
税
務
の
合
理
化
の
点
の
み
か
ら
で
た
い
。
第
二
に
中
小
企
業
金
融
面
の
円
滑
化
の
根
本
要
件
を
な
す
と
い
え
よ
う
。
従
来
中
小
金
風
の
困
難
な
原
閃
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
原
因
は
金
融
業
者
側
か
ら
み
て
中
小
企
業
の
会
計
限
停
の
不
備
な
た
め
、
そ
の
経
理
内
容
が
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
小
企
業
が
そ
の
記
帳
を
正
確
に
す
る
な
ら
ば
、
中
小
金
融
の
途
は
著
し
く
明
朗
に
た
り
楽
に
な
る
乙
と
は
必
定
で
あ
る
。
第
三
に
中
小
企
業
は
そ
の
事
業
経
営
を
合
理
化
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
帳
簿
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
由
来
実
業
界
に
は
商
売
の
『
勘
』
を
主
要
況
し
て
、
帳
簿
に
工
る
数
字
的
危
判
断
や
経
理
数
字
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
経
理
数
字
を
う
と
ん
じ
た
経
営
方
法
は
す
で
に
過
去
の
も
の
で
あ
る
。
近
代
の
経
営
で
は
計
数
に
よ
る
運
営
と
そ
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
原
理
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
と
は
何
も
大
企
業
の
み
に
限
ら
れ
た
原
理
で
は
な
い
。
中
小
企
業
が
過
去
の
旧
套
を
脱
し
て
近
代
的
た
経
営
方
法
を
と
ら
ね
ば
‘
な
ら
な
い
乙
と
は
歴
史
の
流
れ
で
あ
る
。
悲
し
中
小
企
業
が
旧
来
と
同
じ
考
で
「
勘
」
に
の
み
た
よ
る
経
営
の
上
K
眠
っ
て
い
る
た
ら
ば
、
役
は
歴
史
の
波
に
と
り
残
J
C
れ
る
で
あ
ら
う
D
乙
の
よ
う
た
緊
急
た
諸
問
題
に
当
面
し
、
と
の
問
題
を
解
決
す
る
途
と
し
て
、
中
小
企
業
に
適
す
る
簿
記
組
織
の
基
準
を
確
立
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
と
与
に
実
態
加
査
の
意
義
が
あ
り
た
と
へ
そ
れ
が
一
地
方
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
中
小
企
業
簿
記
確
立
の
道
知
と
も
な
る
も
の
と
思
ふ
D
四
、
結
論
中
小
企
設
は
実
態
調
査
で
判
明
せ
る
如
く
、
資
本
金
に
於
て
経
営
能
力
に
於
て
経
理
担
当
者
の
人
数
、
記
帳
能
力
に
於
て
到
底
大
企
業
の
比
で
は
な
い
。
乙
れ
を
近
代
的
な
経
営
方
法
を
と
ら
し
む
る
所
に
宣
大
た
困
難
が
あ
る
。
こ
ふ
に
中
小
企
業
会
計
の
む
つ
か
し
さ
が
あ
る
。
投
一
一
目
す
れ
ば
中
小
企
業
符
記
乃
至
会
計
は
(
一
)
で
き
る
だ
け
手
数
の
か
ふ
ら
ね
簡
易
友
、
も
の
で
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
と
い
う
乙
と
と
(
二
〉
税
務
当
局
と
金
融
者
側
と
い
ふ
第
三
者
が
み
て
、
容
易
に
監
在
も
で
き
、
そ
の
数
字
が
正
し
い
と
い
う
乙
と
が
実
証
さ
れ
る
工
う
た
院
符
で
あ
る
と
い
う
乙
と
と
(
三
)
中
小
法
人
に
あ
り
で
は
大
蔵
省
令
第
五
号
附
則
に
工
り
複
式
簿
記
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
。
然
ら
ざ
れ
J
古
色
申
告
制
の
恩
典
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
で
あ
る
口
要
す
る
に
正
確
な
会
計
帳
符
で
中
小
企
誌
の
任
理
上
の
諮
問
題
一
五
九
経
蛍
と
経
済
一
六
O
あ
る
と
い
ふ
乙
と
と
、
簡
易
性
を
も
っ
た
も
の
と
い
う
、
乙
の
二
点
を
ど
う
調
和
さ
す
か
が
問
題
で
あ
る
。
由
来
中
小
企
業
簿
記
事
は
古
く
は
東
教
授
の
現
金
通
帳
の
み
で
た
や
た
を
作
ら
う
と
し
た
研
究
や
故
吉
田
良
三
教
授
の
某
会
社
の
チ
エ
シ
ス
ト
ア
の
た
め
に
日
計
表
式
の
簿
記
や
昭
和
六
、
七
年
頃
の
太
田
哲
三
教
授
の
現
金
出
納
帳
を
中
心
と
し
総
括
表
を
作
る
試
み
や
終
戦
後
シ
ャ
ー
プ
勧
告
を
中
心
と
し
て
青
色
申
告
制
度
の
普
及
を
目
的
と
し
た
中
小
企
業
簿
記
要
領
や
中
小
会
社
経
営
簿
記
要
領
等
幾
多
の
研
究
が
あ
る
が
未
だ
完
全
な
も
の
は
な
く
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
ら
う
。
筆
者
の
試
み
た
実
態
調
査
が
と
の
方
面
に
何
等
か
の
参
考
と
‘
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。
